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探索行動から社会性への発達過程に関する一考察
ー親密さの萌芽一
A Study of Friendship among Toddlers 
1.研究課題と目的
1-1 1 • 2歳児保育の現状
榎田二二子＊
Fumiko Enokita 
エンゼルプラン以降、 3歳未満児の保育が拡大され、現在では乳児保育はいずれの保育所でも
実施されるようになった。しかしその保育の現状については、 0歳から入所する子どもほど長時
間長期間の保育であることや、食事や睡眠、遊びの生活空間が重複使用されることなど課題が散
見される。また近年の調査では、保育の重点が生活習慣の自立に置かれ、探索行動や遊びなどに
ついて関心が向けられていないことがわかってきた見
幼児期前期の子どもは歩行という移動手段を得、そして自己主張が強くなるが、言葉の習得過
程であり、親にとっては育てにくい時期となる。この時期の子どもの探索行動をいたずらととら
え、柵に入れたり厳しく罰したり、しつけに熱心で厳しい傾向にあるのが、現代の親の1頃向であ
る。育児相談をしていても、どのように対応したらよいのかど悩み、叩いたり言薬での暴力へ及
ぶ事例が度々認められる。しつけの域から虐待に及ぶこともあり、虐待対象者の半数近くは就学
前の乳幼児であり、死亡事例の7割は 3歳未満の子どもである2)0 
このような幼児期前期の子育て中にイライラ感を持つ親は、 20年余の間に約3倍に増えた叫
イライラ惑は、移動手段を得て主体的に生きる子どもの子育てを、親の役割として主体的に引き
受ける二菫の主体性から生じると考えられる4)。つまり親の思いだけでなく、子どもの気持ちゃ
発達状況を惑じ取らなければ、親役割が果たせないことから生じるイライラ感である。この感梢
は、子どもの言語が発逹し、泣きや激しい抵抗の理由が親にわかるようになると収束する傾向に
ある5）。また子どもの言語だけでなく知的な理解が進むことにより、親子間の関係が再編され葛
藤状況を抜け出す6)。親の子ども理解ではなく子ども側の発逹に支えられ解消する現状があり、
探索行動期の子どもの生活は厳しい状況に置かれているといえる。
1-2 探索行動に関する先行研究
移動手段を獲得した子どもは、周囲の環境に対して盛んに探索行動をする。探索行動とは、
「自分の周囲の環境に変化が生じたり、新奇な刺激に出会ったときに、そこに注意を向け、接近
＊武蔵野大学教育研究所
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し、手で操作したりすることによって、調べ、情報を得ようとする行動」 7)であり、 1~2歳の
幼児が行ういたずらは探索行動とも呼ばれる。 1~2歳の幼児期前期の子どもは、新しい刺激で
なくても、いつも見ているものに対してさまざまな関わり方（たとえばお茶碗をスプーンで叩く）
をし、その結果として新たな情報（かんかんと音がする）を得ることがある。
幼児期前期の探索行動についての研究としては、モノヘのいたずらを発展のプロセスや大人の
役割、育ちへの影響について述べた今井の研究がある8）。今井は、周囲の環境に対する探索行動
についての一連の研究において、探索しながら体の働きや行動を自分自身でコントロールしてい
く様子や、穴という対象物に働きかける行為にも発達の道筋があること、 2歳半を境に探索行動
（いたずら）が激減し、探索から表現へ遊びが変化していくことなど発達的な意味を見出してき
た。しかしこの研究はモノに着眼したものであり、行動や人への探索行動は対象としていない。
津守・稲毛は、探索行動を分類しているが、 H常場面の具体的な行為を発達診断の指標として
用いているため、その行動が子どもにとってどのような発達的な意味があるのか深められていな
ぃ叫小林は幼稚園におけるいたずらの生起過程について人とのかかわりを中心に研究し、いた
ずらについての研究が蓄積されることが課題であると述べている 10) が、現在も極めて少ないの
が現状である。乳児期については山下や山田の研究11) があるが、幼児期前期に関した研究は、
井桁のいたずらが子どもなりの感性で気付いたことがらに、興味や関心がわき、それに触れる、
考える、工夫するなど知的な活動であるとその意味を紹介している12) ものがあるのみである。
1-3 社会性の概念
筆者はこれまで、保育所1歳児クラスにおける 1~2歳児の探索行動を取り上げ、その体験の
意味を明らかにしようと、子どもの行動に視点をあて保育所での観察や学会発表13) を行ってき
た。その研究過程において、探索行動は社会性の発逹につながる意義があるのではないかと考え
た。
社会性の定義は、「人が物との関係でなく人との関係をもつことができること…中略…対人関
係能力と同義の意味」 14) と考えられており、「『社会性』という場合には、基本的には「対人関
係』に関することを意味する。したがって、社会性の発達とは、対人関係を形成したり維持した
りするのに必要な社会的行動の発達全般のことをいう」 15) というように、広い概念である。そ
の構成要素を社会性の発達に関する文献16)で見ると、遊戯行動（遊び）、道徳性、向社会的行動、
自己制御、社会的問題解決能力、ストレス対処方略など多義にわたる。また秋田は、社会性が対
人関係能力であり、そこには質の異なる3つの社会性、「同年代の 2者間における親密性の育成」、
「3者間以上で生じる協働性」、「『公共の中での私』という意識の市民性」を挙げている 17)。
1-4 研究目的
社会性は、その多くが幼児期後期以降に発達していく。では、それ以前の幼児期前期には、ど
のような萌芽があるのだろうか。これまでの筆者の研究から、幼児期前期の子どもの探索行動は、
ものに限らず、人の気持ちに対しても行われること、探索行動において他者とのかかわりが生じ
自己表現や自己抑制が行われる様子が明らかになった。 1~2歳の幼児期前期は、大人との親密
な関係の形成から子ども同士の関係へ広がる兆しの見られる時期であり、秋田のいう「同年代の
-16-
探索行動から社会性への発達過程に関する一考察（榎田）
2者間における親密性の育成」の萌芽の現れる時期であると考えられる。
本論は、言築でのコミュニケーションの習得過程にある 1~2歳児の、探索行動と親密さの萌
芽の関連性の様子、またそこで子どもたちはどのような経験をしているのかを明らかにしようと
するものである。
2.研究方法
2009年5月から2010年3月までの約11か月間、東京都下A市社会福祉法人立B保育園 1歳児クラ
スにおいて、筆者が参加観察者として保育に参加し、事例収集を行った。観察日数は、午前中の
み14日間である。対象児は、女児10名、男児5名、観察期間における年齢は 1歳2か月から 2歳11
か月である。
より自然な様子が観察できるように、カメラなどの機器を使用せず筆者の記述による記録方法
をとった。
人やものへの探索行動（注意をむけ、興味を持ち、その情報を得ようとすること）として取り
上げた事例から、「笑う」「見つめ合う」「一緒にいる」「模倣する」など双方または片方への興味
や親しみの思いが表れている場面やそこへ繋がる場面を抽出し分析した。
3.親密さの萌芽
3-1 子どもの親しみの表現
保育所 1歳児クラスヘ初めて観察に入ると、「だれだろう」「なんだろう」というように、保育
者のそばから筆者をじっと見つめる子どもたちがいる。しかし何度も観察に通ううちに、筆者に
対して、親しみの気持ちを様々な行動で表し始める。
記録1:1歳児クラスの部屋へ行くと、 Mは机上で粘土をしている。筆者を見るとにっこりうれ
しそうに笑う。その後、ホールヘ行き、走り回り、筆者のそばへ来たり、走ってきて正
面から勢いよく筆者にぶつかり、体を預けに来る。 (2009.12.3)
記録2:乳児庭の滑り台近くで、筆者と Rの目が合うとにっと笑って、 Rは頬にぱっと両手をや
る。筆者もまねして同じようにやると、 Rは笑ってもう一回やる。 (2009.6.25)
記録3:NとTが口にひも状のビーズをくわえ、筆者に見せに来る。筆者が「おひげがはえてい
る」と言うと、笑ってどこかへ行き、また戻ってきて見せる。 (2009.6.25)
子どもはまず、その育ちの過程で大人との関係を形成する。家庭や保育所で、不快や不安を取
り除き日常的な世話をしてくれる大人との相互交渉を繰り返し、特定の大人に対しで情緒的な絆
を形成する。相互交渉には、笑み、語りかけ、身体接触など言語的、非言語的なやり取りが含ま
れる。事例の子どもも、「笑顔」「近くに来る」「接触する」「おもしろいことや自分の興味あるこ
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とを見せる」などの行動をとり、受け止める者はそこに自分へ向けられた子どもの親しみを感じ
取る。いたずらのような面白いことをやって見せるというのも親しみの表現である。同様の例は、
友定の笑いの研究でも大人への親しみの表現として取り上げられている18)。
3-2 行動の追随性
では子ども同士では、どのように親しみを表現するのだろうか。子どもたちには、他児の行動
を見て、同じ行動をすることが多々認められる。しかし、 T寧に事例を読むと、同じ行動をする
中にも、いくつかの層があることがわかる。まず、行動の追随性があげられる。
記録4:Tが、テラスの端から端まで勢いよく走っている。端まで行くと走ってまた戻ってくる。
つられるようにMもちょっと走る。 (2009.5.28)
記録5：走り回る Kの後を、 Tが「kちゃん」と言いながら追う。 N、M、Rもくっついていく。
RとMは、「あー」と声をあげて走り回っている。 Kを追い掛けているわけではない。
(2010.3.17) 
TとNはクラスの中で高月齢、 RとMは低月齢の子どもである。 3人とも走り回るという同じ
行動をしているが高月齢の 2人がkちゃんを追いかけているのに対して、低月齢の 2人は走り回
ることが楽しい様子である。走り始めるきっかけは、走り回る kやそれを追って走り始めたTを
見たことであろうが、共有の仕方が異なる。低月齢の子どもは、行動に誘発され行動が追随して
いる。
他児の行動に誘発されて行動するときに、その物を共有できない場合には、次の事例のように
じっと見ていて、続いて同じようにやってみる。この様子は、行動の真似をするというよりも、
ものへの興味から同じ行動をし探索しているようである。
記録6:Nが非常口の取っ手をくるくる回す。そこへYが来て、じっと見ている。 Nが退くと、
Yが取っ手を回す。鍵を指先でうまく回すと動き「かちっ」と音がする。 Y、にこっと
笑う。満足したようにそこを離れる。 (2009.12.3)
脳科学の研究によれば、人間は「他者の動作を見ただけで、行動を司る脳の運動野ニューロン
に発火が生じ」、「見ただけで脳の中に同じ動作が自動的に生み出されてしまう」という 19)。高月
齢の子どもは、追いかけるという目標があり行動しているが、低月齢の子どもが走り回る様子は、
まさにこのような現れであろう。
探索行動期の子どもたちの行動は、脳科学の研究結果以上に、子どもが引きつけられるエネル
ギーをもつ行動である。大人やモノと自分の世界で生きていた子どもが、他児の行動に引かれ同
じ行動をすることは、自分と他者の交流、共感へ繋がるものである。
-18-
探索行動から社会性への発達過程に関する一考察（榎田）
3-3 時間と空間の同時性
記録7：散歩へ行き保育園へ帰る時間になるが、 Tが階段の下に入り込み、天井のはがれかけて
いる塗料を背伸びしてさわってはがす。 HもHmもそこによってきて、上からバラバラ落
ちてくるのにもかかわらず、はがすのに夢中になっている。 (2010.3.11)
記録8:2歳児クラスがプールに水を入れて用意をしている。 Hは、水が入る様子を見ている。
砂で遊んだ後だったので、手に持っている砂をプールヘ入れる。水に気づいたN、Hz、
Rも水を見に来る。そして砂を入れる。 (2009.6.25)
同じ場所に集まって同じ行動をするきっかけは、他児の行動より水や落ちてくる塗料に引き寄
せられてのことである。時空間を共有してはいるのだが、子どもたちの興味関心は探索の対象物
へ向けられ、他児への関心（見るなど）は表現されない。しかしそこに他児が一緒にいることは
感じていると思われる。この時期の子どもが一緒にいると、とかくトラブルが生じやすく、次の
事例のように保育者は常に気をつけて援助している。
記録9:お絵かきをしたので、 sHは、手が赤と青に染まる。水道に行き高い所を指差し、保育者
に石鹸を取ってもらう。 Hmも来て、 sHと2人で一緒に手を洗う。保育者は、「 2人で大
丈夫かしら」と声をかけながら近くで仕事をしている。 Kも手の平が青くなり手洗い場
に行く。 3人が並んで、手を洗ったり、洗面台の前の低い壁にしがみついたりしている。
石鹸のいたずらがひどくなったので、保育者が石鹸を他の水場に移す。 sHは手に付いた
石鹸を洗い流す。石鹸を保育者が片付けたら、他の子はどこかへ行ってしまい、 sHだけ
が残っている。するとそばに来たYに、「来ないでよ」というように突き飛ばす。 Yは、
泣かずに「やらないでよ」というような表情と声を出し、近くだが少し離れてしばらく
sHを見ている。 (2009.9.24)
狭い水場に 3人で喧嘩もせずに石鹸で手を洗ったsHだが、次に来た Yを突き飛ばしている。
保育者は、このようなトラブルから怪我が生じることを懸念し、さりげなくそばにいる。事例の
前半では子どもの関心が他児ではなく、自分のしていることへ向いているため、時空間を共有し
ていてもトラブルは起きていない。自分の領域に侵入してくる他者に気づきトラブルになると、
Yとの関係のように攻撃的な雰囲気になる。他児と時空間を共有できるということが、他者と共
存できる自己への気づきであり、他者受容の基礎となる。
3-4 楽しさの共有
時空間を共有し、他児を受容し一緒に楽しんでいる場面も見られる。
記録10：昼寝前の時間、 HとSが押し入れに並んで座り、二人で本を読んでいる。顔を見合わせ、
Sは、 Hの本を覗き込む。 Hは「00たた00」とおしゃべりしながら座っている。ニ
人は押し入れのすぐ前に寝ていたMと顔を見合わせ、笑う。寝ていたMが立ち上がって
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しまう。 (2009.5.28)
記録11:S、Hは、シャベルでペットボトルに水を人れ始める。 SとHは、ペットボトルをシャ
ベルやコップでトントンたたき、同時に音をさせてにこっと笑う。そして二人してお互
いの顔を見て、それから筆者を見る。箪者がトントントンと言うと笑ってまたシャベル
で水をいれ、ボトルの口をトントンとする。 (2009.6.25)
誘い合ったわけではなく、行動に誘われたり模倣したのではなく、たまたま一緒に本を持って
押し人れに入った、同じ音がしたというように、時空間を共有しそこで同じ行動をとる。そこで
は行動や出来事だけでなく、他者がいて共に「楽しい」「おもしろい」と感じ、顔を見あわせる
様子がある。他者存在を意識し同行の者として時空間を共有することを受容し、心地よいものと
惑じている。布団で寝ようとしていたMが起き上がってきてしまうほどであったことからも、他
児が引き寄せられるようなその場の楽しそうな雰囲気があったことがわかる。
同じ行動をする他者への気づきは、同じことをおもしろいと思う他者の発見である。この気づ
きは、自分のしようと思う遊びへ他児の手を引き誘うというコミュニケーション行動に繋がるも
のであろう。
3-5 他者の応答への気づき
モノヘの探索が強い子どもたちであるが、自分の探索行動へ思いがけず他者が応答や反応し、
それに対して笑うという様子が見られる。
記録12:H、Hmは、ままごとコーナーのタッパを振り動かし、中に人っているチェーンリング
を落とす。「落ちちゃった」と言う。筆者も「落ちちゃった」と言うとケタケタと笑う。
(2009.5.28) 
記録13:H、Hmが口で、ぶーとする。「ぶーだって」と筆者が言うと、「ははは」と二人で笑う。
(2009.5.28) 
言葉や価値の習得過程にある幼児期前期の子どもは、自分の行動を言薬にし大人に伝えること
がある。大人にやってはいけないといわれそうなことに対して、安全や衛生に大きな問題が感じ
られない限り筆者は止めない姿絡をとって観察をしている。事例の場合も止めるわけでなくその
行動を言葉にする。けれども箪者の発する言葉のイントネーションは、称賛ではなく、困惑を感
じさせるものである。子どもは自分の行動に対する大人の否定的感情を雰囲気から感受し笑う。
記録14:S、N、Hの3人が箪者に寄って来て、「ぼうしないの」など話しかける。 Hが、筆者
のペンを取ろうとする。筆者「大事、大事」と言って隠す。 Hがノートをペンペンと叩
く。 NやSも笑いながら叩く。筆者が「こらこら」と言うとさらに笑いながら 3人で叩
く。 (2009.10.14)
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Hが最初に叩いたのは、隠して触らせてくれないことに対して、叩いたのではないかと思われ
るが、その後は筆者の反応を楽しんでいる。このように、自分の探索行動に大人が応答すること、
そして大人の反応から価値観（良い悪い）を惑じ取りつつ、友達と一緒にやりとりを楽しんでい
る。
時空間を共有し探索行動をする子どもは、対象を見つめ探索することに専念し、その世界は閉
じられている。笑い合う子どもたちは、音声を伴う笑いとともに自己領域が広がり、他者を共同
行為者として共にあることを感じている。
子ども同士の間でも、自分の行動に応答する他児に出会う場面がある。
記録15:HとTが、家の人口にある段々にすわって、 Tが「となり」と言う。 Hが脇にある
シャッターを手でバンバン叩くと、ガシャガシャと音がする。 Hは「はは」と笑う。 H
が叩くたびに、 Tも笑う。 (2009.10.14)
記録16: KとTがマットの上に寝転ぶ。 KがTの背をごしごしする。 Tがけらけら笑う。
Syはそれを見ている。そしてマットの端 (KとTの頭の上の方）に寝る。 (2009.12.3)
自分がモノや他児へ行った行動に対して、他児が笑って応答している。これらの行動は、二人
の関係によっては、他児がうるさいと嫌がったり、触らないでと怒ったりする可能性のある行動
であるが、他児が笑ってくれることで、自分の行動が他者に受容される体験となり、子どもの能
動性および友好的な他者認識が高まる体験である。 Syが近づいて一緒にやってもらいたそうなそ
ぶりを見せる様子から、他児が引き寄せられる魅力があることがわかる。
3-6 他児の真似をする
他児の行動に対して笑って反応するだけでなく、真似をする行動も認められる。
記録17：昼食のカレーを食べ始める。 20分ほどした頃、月齢の高い子どものテーブルには保育者
がいなかった。一人が持っているスプーンを振り回し始めると、そのテーブルの子が皆
振り回す。それを見ていた、中月齢のテーブルの HやSも真似をして振り回し始める。
高月齢の Tが両手を上げて声をあげる。 Hも真似をする。保育者が「Tくん、食べてま
すか」と声をかけると、やめてまた食べ始める。 (2009.6.25)
記録18:S、H、Yは同じテーブルで給食を食べている。 Sがじゃんけんぽい、あっちむいてほ
いと指差し笑いながら首を振る。 HやYも笑いながら一緒に同じことをやっている。
(2009.11.26) 
一人の子どもがなにか面白いことを始めると、それを見た他児が続いて真似をし、みんなが同
じことを始めている。 3-2で取り上げた行動の追随性では、月齢の低い子どもたちが、つられる
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ように同じ行動をしていたが、この他児の真似をする行動とは何が違うのだろうか。あっちむけ
ほいを真似したHとYは、ひとテンポ遅れて一緒にやって楽しんでいる様子が筆者には感じられ
た。これらの事例では、面白いことの発信者の行動を見て受け止め、おもしろそうと感じ、一緒
にやってみるという心の動きがあるのではないだろうか。自分自身の行動を楽しんでいるだけで
はなく、そこに他者の存在が内包され、時空間も共有している。発信者にとっては、自分の行動
を面白がって笑ってくれるだけでなく、大人に止められそうないたずらに同調し同じ行動を取る
他者がいることは、仲間への共感や支えてくれる他者認識にも通じる体験ではないだろうか。
3-7 探索行動から遊びへの兆し
記録19:Tが釣竿を見つけて持ち、昆虫を飼っている小屋のそばへ来る。 KがTを見て、釣竿を
持ってくる。 2人で釣竿を振り回し、木にひっかかる。引っ張ると策っばがくっついて
きた。「つれた」と言って笑う。 (2009.7.16)
記録20: 「あっちあっち」と言って、 sHが植え込みのふちの石段の上を歩き始める。 sH、K、
Sの3人が並んで歩いて行く。途中の生垣が途切れた窪みのスペースで、 kNが「一つ
二つ」と数え始める。どうやらお風呂のつもりらしい。何人かが一緒にくぼみスペース
で座って一時を過ごし、また段の上を渡り始める。 (2009.10.14)
記録21:kNは庭の草の中を歩いてから、植え込みの土止めのれんがを見つけ、そこから飛び降
りる。 Sがそれに気づき、同じように飛び降りる。何度か二人がやるが、時にはうまく
降りられず転ぶ。そのあと、自分で「たんぽぽ」の歌を歌って、歌に合わせて自分で飛
ぶ。 (2009.10.14)
探索行動期の子どもは、棒を見つければ振り回し、少しの段差があればそこを歩く。記録の子
どもたちもそのような行動をとるが、象徴機能と言葉を獲得し始めると、たまたま引っかかった
はっぱを見て「つれた」と表現するように、自分の行動を日常生活に重ね合わせ、みたてるよう
になる。環境に刺激され取っていた行動に意味づけがされ、時空間を共有する他児が、発信者の
見たてを理解し一緒に行動するようになる。
記録21では、 10センチに満たないような低い段差であるが、両足一緒に飛ぶことが難しい。子
どもたちは生活の中でもっと高いところから、保育者に両手を持ってもらい、「たんぽぽ」のわ
らべ歌に合わせて飛び降りる遊びをしている。自分一人でうまく飛べない状況で、飛ぶこととこ
れまでの大人に遊んでもらった経験が結びつき、自分で歌って自分を遊ばせるような、「する」
と「される」が融合した遊びの状況を生み出している。
3-8 おもしろいことの相互性
この時期の子どもは、 1語文から 2語文(「00くん だめ）」など）を話すが、自分の思いを
言葉で伝えるには限度があり、 3-3記録9のように表情、音声、行動でその多くが伝えられる。モ
ノの取り合いでは、それぞれの思いが叩き合いに表現される様子も度々見受けられる。他者の気
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持ちを察知しても記録22のように、行動で応じている。
記録22:kNは、水でしめった砂をバケツに人れる。そこへ乾いた白砂を手でさらさらと振りか
け、降り積もる様子をみている。なんどかやってから、バケツを持ち水のところへ行く。
「いれて」と言うが、水の周りに子どもたちがたくさんいて人れない。そこにいたHが
ペットボトルに人った水をバケツに人れてくれる。 (2009.9.24)
このような子どもたちの様子のため、向社会的でリズミカルな応酬はみられないが、記録23,
24のようにおもしろいことの行動でのやり取りが笑いを伴って見られる。
記録23:Sは昼食が終わりに近づき、向かいのテーブルにすわっている Tを見て「Tくんおはよ
う」「あうえええ」と言う。隣に座っている Hが、真似をして同じように言う。 Sは湯
呑茶碗に両手をいれ、じゃぶじゃぶする。 Hも同じことをする。 S 「やっと」「やっと」
と手を振りながら言うと Hも同じように言って手を振る。 Hが、頻の上にスプーンを両
手で持つ。 Sも同じことをする。 (2009.9.24)
記録24:庭でRとSが向き合って、無言でいる。 Sが手をぱたばたと鳥のように振る。 Rがそれ
を見て同じように手を振る。 Rがにこにこして、手の平を体の前で合わせる。 S、同じ
ことをする。 Sは持っていた棒で地面に何かを書く。 Rはじっと見ている。 Rは、枠を
持っていない。 Sは、走って他のところへ行ってしまう。 (2010.3.17)
自分の発信が、他者に受け止められ模倣されるだけでなく、他者が自分へ向けて新たなことを
返してくれることは、行動の模倣の繰り返しだけでなく、そこに笑いとともに子どもの他者への
親しみもキャッチボールされる経験である。喧嘩だけでなくこのような向社会的な経験の積み直
ねは、後の言葉でのコミュニケーションの碁礎となる心情であろう。
3-9 一緒に遊ぶ
時空間や楽しさを共有し、おなじことをおもしろく惑じながら、遊んでいると見てとれる様子
がある。
記録25:sHとTが庭の三角屋根の家の屋根に登る。上まで行き、紐につかまってずるずると降
りるのが面白いらしい。 Tは紐につかまらず、きゃっきゃと笑い声をあげて一気に滑り
降りる。二人とも息をのむような笑い声をあげながら、何十回も滑っている。 Tが滑っ
て三角屋根の家の中に入ると、 sHも人る。 (2010.3.17)
記録26:TとHはテラスで積木を積んでいる。上へ 4~6個くらい積み菫ね、 2段目くらいから
飛んだり、階段のように登ったりしている。ふらふらしている積木ががらがらと崩れる。
キャと笑ってTとHが逃げる。上の積木に触って崩れると「あー」と声をあげ、自分も
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倒れる。そしてまた積む。保育者から昼食に誘われるが、「ピーポー作ってるから」と
言って、なかなか部屋へ入らない。 (2010.3.17)
時空間を共有し、長い時間一緒に遊んでいる二人である。登りたい、積みたいと目的を持って
遊んでいるときには、落ちたり、崩れたりすると怒ったりするが、記録25と26は、落ちたり崩れ
たりを面白がっている。この子どもたちが自分の気持ちを言策で表すことができたならば、
「あーおもしろかった」と満足そうに言うであろう。言葉では語れないが、お腹が減っても部屋
へ入らないほど、おもしろいのである。まさに、遊びの融解体験であり、「友達と一緒」に遊ぶ
ことに子どもの気持ちが向いている。
逹成感や能力の向上を目指す考えの大人は、このような状況のときに、「積んだら」「こうした
らうまく積める」と言いがちになるが、個人の目的達成とは別の、友達と一緒にあることを面白
がる経験が、友達との親密さを生み出し育てるのではないだろうか。
4.総括
探索行動期の子どもは、周囲のモノや人に触発され、見たり、触ったり、叩いたりと様々な行
動で探索する。それらは個の活動であるのだが、保育所という子どもが隼団で生活する場では、
探索行動に付随して人とのかかわりが生まれる。
4-1 他者への気づきと共存
しぐさについての民俗学的意味を研究している常光20) によれば、私たちの日常生活の中に、
「同時に同じ」を避けようとする心性が生きているという。同時に同じ言葉を言った時には、そ
の言葉は受け手を失い宙に浮き、緊張状態が生まれる。「同時に同じ」は、二人の間に緊張関係
を生み出し、そのエネルギー故に、そこには勝ち負けや争いが生じる。そのため、「同時に同じ」
が生じたときに、ある決められた文言を言って相手に触るなど、呪術的行為をして緊迫した関係
を解消するという。また箸と箸とで挟みあってはいけないなど、日本各地に「同時に同じ」を忌
む言い伝えがある。「一つの対象をめぐって拮抗する二つの力がせめぎ合うエネルギーの激しさ
は、さまざまに姿を変えて立ち現われてくる。…中略…絶えず繰り返されていくのは、それが、
常に人間の営みの根源的なところから湧き上がってくる情動に根ざしているからであろう」と述
べている。
l ~2歳の子どもが一つのモノヘ同時に手を伸ばせは、そこには常光のいう緊張関係が生じ取
りあいの喧嘩がたびたび生じる。記録9に見られたように、特に探索行動期の子どもは、同時性
に伴う危険を経験している。けれども、一つのモノでも共有可能な場合（壁、水など）には、緊
張関係のない共同行為者である他者を惑受する。他児との取り合いの生じる探索行動期という時
期に、探索行動を介して他者を惑受する経験が並行してあること、そのどちらもが子どもの社会
性の要として位置づけられる。そして井桁11) も述べているように、モノヘ気づき探索行動をす
る感性は、他児の気持ちに気付く惑性へ繋がるものであろう。
また言薬でのコミュニケーションがとれないこの時期の子どもが、面白いことをする、まねさ
-24-
探索行動から社会性への発達過程に関する一考察（榎田）
れるという相互性の経験によって、他者を認識する経験にもなっている。そして同時に同じ行動
を取ったときには、そこに笑いが生まれ、緊張関係ではなく、そのエネルギーが快へ向かい、受
容的他者への気づきとなる。幼児の笑いについて研究した友定は、笑いが対象を受け入れるとい
う意思の表れであり、「うれしさや楽しさは笑いを通して共有され、親和関係をつくりあげる」 21)
と述べているように、子どもにとって「同時に同じ」は「一緒」という親密さを育む機会となっ
ている。
4-2 探索行動と笑い
探索行動は主としてモノを対象とした行動であるが、人への関わりも散見される。自分のモノ
への行動に笑って反応する他者、身体に触ったら笑う他者、自分のおもしろい行動を見て呉似し
たり笑う他者。子どもにとって、他者は行動のきっかけでもあり、自分の行動の鏡でもある。
そこには、一緒におもしろがる、その感性を持ち合わせている他者がいる。探索行動から遊び
への兆しで取り上げた釣竿の記録（記録19)では、釣竿を振り回し始めたときに、 1年上の 2歳
児クラスの子どもが通りかかり、「ここは人が通るからだめ」と言った。言われた途端に、釣竿
を振り回していた子どもは固まって動けなくなってしまったのである。その後同じクラスの子ど
もが引き寄せられるように来て遊びが始まった。 1~2歳の時期は、人ヘモノヘ周囲の出来事へ
開かれ、社会的な規範や他者の目など範疇になく、自分が引かれたことへのめりこんでいく。そ
れらの行動は、社会的なルールやマナーに反することも多々含まれている。
そのような野性が発露される時を同じように生きている他者の存在と、探索行動を介し、大人
からの叱責を吹き飛ばすかのように笑い合う。大人との親密な関係をつくり、そこを安心の碁地
として生活してきた子どもが、友達という同朋と共にあり、笑いを介し親利関係を蓄積する。そ
の笑い合う媒体として、探索行動の面白いことがある。けれども「走り回る」「ふざけて遊ぶ」
などは、保育者にとってはやめて欲しいとも思う行動である。子どもの行動をどのように理解す
るのか、大人の考えをどのように子どもに伝えるのか、大人の言葉だけでなく表情からも、子ど
もは大人の考えを惑知している。そして価値観の習得や子ども同士の人間関係へ影響する。子ど
もの探索行動への対応が、その子どもの他児へのイメージを気付かないうちに形成する。いたず
らを始めた子どもに対して保育者が渋い顔をしただけで、他児から「00くん」と諌める口調の
呼びかけがされることもある。日々の保育の中で、子どもの生活習恨の育成や善悪を伝えること
を急がず、人間関係形成の甚礎となる子ども同士の親密さの育成を心がける必要があるだろう。
3歳未満の時期において、 1年の違いは幼児期より大きい。 3歳未満児クラスでも異年齢保育
を行っている保育所もあるが、このような同じ時期を生きる他者との関係から他者との親密さが
もたらされるとしたら、異年齢保育ではどのように現れるのだろうか。今後の課題としたい。
4-3 相手が特定されない親密さ
1歳児クラスの 1~2歳の子どもは、気が合う友達がいて誘い合って毎Hのように遊ぶ様子は
見られない。遊びや生活のなかで、偶然に出会い、おもしろさや楽しさを共有し、親密さを経験
する。それを、クラスのなかのいろいろな子どもと経験している。この時期にだれとでも親密さ
を経験できることは、これから先の年齢で特に親しい仲良しの友達ができても、広く友達への寛
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容さのある人間関係への基礎となるのではないだろうか。
子どもの社会性発達の基礎となる他児との親密さの経験が、偶然に伴いさまざまな相手との間
で、笑いを伴う行動を媒体として経験されているといえよう。そして、探索行動がその媒体の一
つとなっている。
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